
難
波
正
人
氏
に
聞
く
竹
中
工
務
店
取
締
役
専
務
執
行
役
員

　
大
阪
で
は
複
合
商
業
施
設
「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
や
日
本
一
高
い
ビ
ル
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
が
相
次
ぎ

完
成
し
、
都
市
再
生
が
進
ん
で
い
る
。
大
阪
の
経
済
が
地
盤
沈
下
す
る
中
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
づ
く
り
で
巻
き
返

し
を
図
れ
ば
良
い
の
か
。
大
阪
の
都
市
開
発
を
リ
ー
ド
す
る
竹
中
工
務
店
の
難
波
正
人
取
締
役
専
務
執
行
役
員
に

聞
い
た
。

個
性
的
な
再
開
発
行
い

全
体
の
魅
力
を
底
上
げ

大
阪
の
街
、
再
生
へ

湿潤養生マットクラボウが開発

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
長
寿
命
化

　◎…公共インフラの老朽化が急速に進
み、補修・更新が待ったなしの状況だ。そ
の中で、クラボウが衣料分野で培った技術
を生かして開発した湿潤養生マット「モイ
スマット」が注目を集めている。不織布と
ポリプロピレン（ＰＰ）系フィルムを組み
合わせた厚さ のマットに優れた保
水力と密着性を実現。作業省力化とコンク
リート構造物の長寿命化に貢献する。　

　◎…コンクリートは打ち込み後に湿潤な
状態を保つことで品質や耐久性が向上す
る。散水や水を含ませたウレタンマットで
の養生が一般的だが、垂直面では保水しに
くく頻繁な散水を要した。モイスマットは
電子線グラフト重合と呼ぶ繊維改質技術に
より、不織布に分子レベルで保水機能物質
を結合し垂直面や傾斜面でも高い保水力を
発揮する。耐久性にも優れ繰り返し利用で
きる。１人で持ち運べる重さなので作業者
の負担も軽減する。

東洋ゴム工業の免
震ゴム装置の模型

アイコムのトランシーバーシステム
ＩＰアドバンスド　ラジオ　システム

免
震
ゴ
ム
で
被
害
軽
減

同
時
通
話
・
通
信
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で

東
洋
ゴ
ム

ア
イ
コ
ム
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東
洋
ゴ
ム
工
業
は
免
震
ゴ

ム
装
置
を
展
開
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
で
自
動
車
向
け
を

除
く
ダ
イ
バ
ー
テ
ッ
ク
事
業

を
手
が
け
る
東
洋
ゴ
ム
化
工

品

東
京
都
新
宿
区

が
担

当
。
大
型
試
験
機
な
ど
開
発

・
評
価
設
備
の
充
実
し
た
兵

庫
事
業
所
明
石
工
場

兵
庫

県
稲
美
町

で
製
造
し
て
い

る
。

　
免
震
ゴ
ム
は
地
盤
と
建
物

の
間
に
施
工
さ
れ
る
。
こ
の

た
め
地
震
の
震
動
や
揺
れ
は

建
物
に
伝
わ
る
前
に
、
ゴ
ム

が
吸
収
し
て
建
物
内
部
の
被

害
を
軽
減
す
る
仕
組
み
だ
。

　
ゴ
ム
は
粘
性
と
弾
性
を
併

せ
持
つ
素
材
。
シ
リ
カ
や
樹

脂
な
ど
の
配
合
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
性
が
引
き
出

さ
れ
る
。
薄
い
ゴ
ム
の
層
と

鋼
板
を
重
ね
合
わ
せ
て
作
る

の
が
免
震
積
層
ゴ
ム
だ
。

　
特
に
同
社
は
、
ダ
ン
パ
ー

機
能
を
一
体
化
し
た
「
高
減

衰
積
層
ゴ
ム
」
商
品
に
強
み

を
持
っ
て
い
る
。
低
層
建
物

に
も
適
用
で
き
る
低
剛
性
を

実
現
す
る
な
ど
、
技
術
力
で

も
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
。

　
一
方
、
ア
イ
コ
ム
は
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
で
同
時
通
話
や
通
信

が
で
き
る
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

シ
ス
テ
ム
「
Ｉ
Ｐ
ア
ド
バ
ン

ス
ド
　
ラ
ジ
オ
　
シ
ス
テ

ム
」
を
発
売
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
用
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

中
継
器
と
し
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
つ

な
が
る
場
所
に
あ
る
端
末
間

で
、
業
務
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
図
れ
る
。
ホ
テ

ル
や
倉
庫
、
ビ
ル
管
理
業
な

ど
に
提
案
す
る
。
ホ
テ
ル
な

ど
広
範
囲
に
い
る
ス
タ
ッ
フ

へ
一
斉
に
同
じ
情
報
を
連
絡

で
き
、
特
定
ス
タ
ッ
フ
や
エ

リ
ア
指
定
の

送
信
も
可

能
。

　
電
話
の
よ

う
に
同
時
通

話
で
き
、
地

下
と
地
上
な

ど
従
来
の
無

線
機
で
は
通

話
し
に
く
い

場
所
も
Ｌ
Ａ

Ｎ
経
由
で
つ

な
が
り
、
移

動
時
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
操
作

も
要
ら
な
い
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
増
設

に
よ
っ
て
通
話
エ
リ
ア
の
拡

大
が
可
能
。
ネ
ッ
ト
経
由
で

離
れ
た
場
所
に
も
通
話
で

き
、
シ
ス
テ
ム
拡
張
す
れ
ば

Ｉ
Ｐ
電
話
と
も
連
携
で
き

る
。

　
―
大
阪
の
都
市
部
で
久
々

に
大
型
の
再
開
発
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
地
区
の
グ

ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

大
阪
は
今
ま
で

に
な
い
ナ
レ
ッ

ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
人
気
も
あ
り
、
集
客
も
売

上
高
も
計
画
を
上
回
る
。
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
も
オ
フ
ィ
ス

入
居
率
が
高
い
。
魅
力
的
な

複
合
施
設
で
個
性
的
な
街
づ

く
り
に
成
功
し
て
い
る
」

　
―
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
地
区
で
は

第
２
期
の
再
開
発
構
想
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
旧
貨
物
ヤ
ー
ド
を
再
開

発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

当
社
は
中
心
部
に
で
き
る
だ

け
広
い
緑
地
を
設
け
、
ホ
テ

ル
、
先
端
的
な
オ
フ
ィ
ス
を

計
画
し
、
周
辺
に
は
マ
ン
シ

ョ
ン
を
立
地
さ

せ
、
規
模
は
違

う
が

セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク

の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
を
提
案
し

て
い
る
。
大
阪

駅
を
訪
れ
た
観

光
客
の
目
の
前

に
は
緑
が
広
が

り
、
大
阪
の
イ

メ
ー
ジ
も
変
わ

る
だ
ろ
う
」

　
―
一
方
、
か
つ
て
ビ
ジ
ネ

ス
の
中
心
だ
っ
た
再
開
発
地

区
で
は
入
居
率
や
街
の
に
ぎ

わ
い
の
低
下
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　
「
大
阪
城
の
隣
接
地
区
で

１
９
８
０
年
代
に
当
社
な
ど

が
手
が
け
た

大
阪
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ク

Ｏ

Ｂ
Ｐ

は
、

か
つ
て

大
阪
で
一
番
働
き

た
い
オ
フ
ィ
ス
街

と
い
う

時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

の
後
、
大
阪
駅
周
辺
地
区
な

ど
に
オ
フ
ィ
ス
需
要
が
移
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
目

指
し
た
実
証
実
験
を
始
め
る

と
と
も
に
、
用
途
制
限
を
緩

和
し
、
学
校
や
病
院
に
加
え

住
空
間
も
備
え
た
街
の

リ

・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
取

り
組
ん
で
い
る
」

　
―
再
生
は
可
能
で
す
か
。

　
「
Ｏ
Ｂ
Ｐ
に
新
し
い
魅
力

が
生
ま
れ
、
大
阪
城
の
景
観

や
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
も
連
動

し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
づ

く
り
が
可
能
に
な
る
」

　
―
大
阪
の
魅
力
向
上
に
必

要
な
再
開
発
の
視
点
は
。

　
「
メ
ー
ン
通
り
の
御
堂
筋

や
川
の
景
観
を
生
か
し
た
中

之
島
地
区
も
含
め
、
各
地
区

が
個
性
的
な
魅
力
で
競
い
合

い
全
体
を
底
上
げ
し
た
い
。

Ｏ
Ｂ
Ｐ
の
よ
う
に
年
数
が
経

過
し
た
地
区
で
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル

持
続
可
能

な
再

生
に
取
り
組
む
。
関
西
は
京

都
、
奈
良
、
大
阪
、
神
戸
を

短
時
間
で
移
動
で
き
る
、
各

地
区
の
個
性
が
全
域
の
魅
力

向
上
に
つ
な
が
る
」


